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2006年 2月 22日に打上げられた赤外線天文衛星「あかり」は、初期性能評価期間を終え、科学的な観測をす
でに進めている。全天サーベイや LMCサーベイ観測とならぶ「あかり」の大規模サーベイ観測の一つ “北黄極大
規模サーベイ”は、主に近中間赤外線カメラ IRCをもちいて波長 2－ 26 µmを連続的にカバーする９つの撮像バ
ンドにより北黄極 (NEP)を広域にサーベイする計画である (Matsuhara et al. 2006, “Deep” : 0.5 deg2,“Wide” :
6.2 deg2)。

観測装置ふたあけ後の液体ヘリウム残存予想期間が、打ち上げ前の予想（一年半）から短縮されたため、衛星
ミッション全体での観測計画の変更が必要とされた。それにともない、北黄極大規模サーベイの観測計画も 2005
年秋季年会 (R96a)で発表されたものから、サーベイ領域は 20％程度の削減にとどめるものの “NEP-Deep” のポ
インティング数は当初の計画から半減して実行している。

本発表では、この計画の変更部分の詳細を説明するとともに現在の観測の進行状況を報告する。また、初期性
能評価期間のNEP方向で行ったN3、S7、L15バンドでの深い観測の結果を用いて観測限界達成度について報告
し、本サーベイから予想される科学的成果について述べる。


